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群馬県立群馬産業技術センター繊維工業試験場 生産技術係 清水 弘幸

ぐんまシルクを用いた機能性寝衣の開発

②防汚性の評価 ③接触冷温感の評価

④試作品の製作

生地Ａは汚れの拡散防止に優れる

生地Ａは生地Ｂ、Ｃより「温かい」と評価

・蚕品種：ぐんま２００
・たて糸：防汚加工糸、よこ糸：温感加工糸（温感加工剤３種使用）

製織時に、よこ糸に３種類の温感加工糸を使用し、よこ糸が異なる３種の試験用織物を作製

商品名：黄金姫（こがねひめ）

しょうゆ汚れに対する防汚性試験の結果

接触冷温感試験の結果

※本研究は、有限会社下山縫製との令和５年度公募型共同研究事業による成果の一部です。

実施内容

はじめに

○まとめ

現代社会では一定割合の成人が何らかの不眠症状を抱えているといわれており、繊維製品に対して
就寝時の安眠をサポートできるような機能性付与が訴求されている。
そこで本研究では、快適な着用や安眠のため、温感および防汚性を付与した群馬県産シルクによる

機能性寝衣の開発を目指した。

①試験用生地の作製

・生地を10cm×10cmにカットした試験片に
しょうゆ0.2mLを滴下し、24時間後の試料表
面および試料下側への汚染を評価
・水洗い後の試料表面から、汚れの落ちやすさ
を評価

群馬県産の生糸を用いて、防汚性加工および３種の温感加工を施した。たて糸に防汚加工糸、よこ糸に
３種の温感加工糸を使用して試験用織物を作製した。３種の生地に対して防汚性および接触冷温感評価を
行った結果、特定の温感加工剤をよこ糸に使用した織物は、汚れの拡散防止に優れるとともに最も温感が
高かった。
選択した温感加工剤をよこ糸に使用した織物を作製し、群馬県産シルクによる機能性寝衣を試作した。

汚れの落ちやすさはいずれも良好

・②および③から生地Aを選択

・生地Aをもとに、防汚性およ
び温感を付与した寝衣を試作

撚糸 精練

整経

製織

A防汚加工

温感加工
B

C

（たて糸用）

（よこ糸用）

【温感加工剤3種（A、B、C）】

【よこ糸：3種（A、B、C）】

（生地）

糸繰り

・試験条件
(株)Profid製接触冷感
試験機PF-QMM-02

ΔT＝20℃で各試料に
ついて5回測定

・生地に触れたときの
温感をq-max値で評価
（q-max値が高いほど
「冷」と評価）

生地Ａでは試料下側への汚染が認められず、
水洗いで試料表面の汚れが落ちたと評価
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群馬県立群馬産業技術センター繊維工業試験場 素材試験係 信澤和行

培
養
前

培
養
後

培
養
前

培
養
後

グラフト率（加工後の糸の重量増加率）が増加すると、抗菌性が高まる。
アクリル酸によるグラフト加工が、より強い抗菌性を示す。
中性モノマーであるメタクリルアミドによるグラフト加工では、抗菌性は発現しない。

抗菌性シルクの開発

はじめに（グラフト加工について）

抗菌性の評価（ JIS L 1902参照した菌液吸収法）

シルクのグラフト加工とは、グラフト原料（モノマー）をシルクフィブロイン分子と反応させる、あるいは原料同士が
反応して生成したグラフトポリマーをシルク繊維内部に沈着させる加工方法である。グラフト加工を施すことにより、
染色性の向上、耐摩耗性、防シワ効果や耐防炎性などが見いだされており、シルクの欠点を補う機能性加工とし
て研究されている。
本研究では、アニオン性のモノマーであるアクリル酸、メタクリル酸を用いて絹糸へのグラフト加工を行い、アニオン性
の機能を有する絹糸を作製した。アニオン性の素材には、カチオン性の素材と同様に、抗菌性能があると報告され
ている。そこで、作製したアニオン性のグラフト加工絹糸について抗菌性を評価した。

※本研究の一部は、一般財団法人大日本蚕糸会の令和３年度貞明皇后研究助成を受けて実施したものです

抗菌効果あり

強い抗菌効果あり

2.0≦ 抗菌活性値＜3.0

3.0≦ 抗菌活性値

菌種：黄色ぶどう球菌
アクリル酸グラフト

メタクリル酸グラフト

菌種：大腸菌

繊維の断面

10 □m
繊維

モノマー モノマーが浸透、
高分子化し沈着

重合反応

アクリル酸 メタクリル酸アニオン性モノマー

アクリル酸グラフト

メタクリル酸グラフト

メタクリルアミドグラフト
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導電性ペーストの電気的特性に関する研究 

 

 

福井県工業技術センター 化学・繊維部 帰山千尋 
１．緒 言 
近年、さまざまな形で身に着けることができるウェアラブル製品が開発されている。その中で

も介護施設や危険な作業現場などでは、余計なものを身に着けることなく、体調管理や生体情報

のモニタリングができることが求められており、衣類型ウェアラブルデバイスはそれらを実現化

するツールとして期待されている。このような衣類型ウェアラブルデバイスでは、着用者が違和

感なく着用でき、かつ、衣類と同様のフレキシブルで伸縮性を有する電気配線が必要となる。そ

こで、その材料として伸縮性のある導電性ペーストに着目し、ウレタン樹脂をベースとして銀フ

レーク粒子、銀ナノ粒子の配合比が導電性ペーストの電気的特性に与える影響について調べた。 

 

２．実験方法 
ウレタン樹脂をバインダーとして、銀フレーク粒子（φ1.0～3.5μm）、銀ナノ粒子（～φ200nm）

の含有量の異なる導電性ペースト（配合 1～5）を作製し、それらを用いて伸縮性のあるウレタン

フィルム（シーダム㈱製 DUS605-CD PT5S）上にスクリーン印刷で電気配線を印刷した。次に、

そのウレタンフィルムをホットメルトフィルム（シーダム㈱製 SHM107-PUR）を用いて布に貼り

合わせ、電気配線試料とした（図 1）。導電性ペーストによる電気配線の電気抵抗は、四端子法で

評価した。また、精密万能試験機オートグラフ（㈱島津製作所製 AG-Xplus）を用いて引張試験（引

張速度 20mm/min）を行い、伸長時の試料の電気抵抗の変化を測定した（図 2）。 

 

３．結果と考察 
今回作製した導電性ペーストの配合条件および電気抵抗率を表 1 に、各電気配線試料の引張試

験における電気抵抗変化を図 3 に示す。配合 5（銀ナノ粒子のみ）は極端に電気抵抗率が高く、

電気配線として機能しないため、配合 1 から 4 について電気的特性を比較した。表 1 から、電気

抵抗率は配合 2（銀ナノ粒子配合量 9.0wt％）で最も小さくなり、図 3においても、伸長時の抵抗

変化が配合 2 で最も小さくなることがわかる。これは、銀フレーク粒子は銀ナノ粒子と比べて隣

り合う粒子と接触する面積が大きいため、銀フレーク粒子の割合が大きいほど導電パスが形成さ

れやすくなって電気抵抗率が小さくなる。また、銀フレーク粒子に銀ナノ粒子がわずかに含まれ

ていると、銀フレーク粒子間のわずかな隙間に銀ナノ粒子が介在するようになり、それによって

さらに導電パスが増加することで電気抵抗率が小さくなると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
配合 1 配合 2 配合 3 配合 4 配合 5 

銀フレーク粒子 wt% 90.0 81.0 63.0 45.0 － 

銀ナノ粒子 wt%  － 9.0 27.0 45.0 90.0 

電気抵抗率 Ω・cm 6.87×10-5 4.53×10-5 8.23×10-5 1.41×10-4 2.39×10-2 

表１．導電性ペーストの配合条件と電気抵抗率 

図 3 伸長時の電気配線の抵抗変化 図 1  電気配線試料 図 2 引張試験の様子 
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協力機関 浜松地域 CFRP事業化

研究会 

お問い合わせ先 静岡県工業技術研究所 浜松工業技術支援センター         

繊維高分子材料科  

        電話 ０５３－４２８－４１５４ 

 

静岡県工業技術研究所 浜松工業技術支援センター 

【研究成果事例】 

令和５～６年度 

（県単独研究） 

 
 
熱可塑性炭素繊維強化複合材料（CFRTP）の循環利用 

 
 

・CFRTPの需要は 2035年に 2021年比 5.5倍となると推計され、自動車リサイクル法や 

プラスチック新法等に対応した資源循環モデルが求められている。 

・令和２～５年度に実施した新成長戦略研究では、チョップド UD テープとトランスフ

ァ成形機による新しい CFRTP の成形方法を提案し、曲げ強度 500MPa 以上の平板や傘

歯車などを成形、試作した。 

・本研究では、リサイクル後も曲げ強度がアルミダイカストと同等の 400MPa 以上を維

持できることを目標に、CFRTP の破砕片を材料として、トランスファ成形機による

CFRTPのリサイクル技術の研究に取り組んだ。 

 

 

・曲げ強度 400MPa以上となる CFRTPの破砕片の大きさは 35mm以上であった（図１）。 

・トランスファ成形機では２回のリサイクルでも曲げ強度が維持できた（図２）。これ

は、繊維長が維持され、かつ繊維が配向しているためと考えられる。また、繊維配向

は CT測定及びタルボ・ロー撮影により確認できた(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

・講演会での発表や展示会への出展を行い、成果普及を進める。また、協力機関である

浜松地域 CFRP 事業化研究会の会員と協力して、会員が展示会に出展する際に展示品

を貸し出し、成果普及に努める。 

・繰り返しリサイクルした際の成形品品質への影響等について、さらに詳しく調べ、

CFRTPのリサイクル技術の確立を目指す。 

背景･目的 

研究成果 

研究成果の普及・技術移転の計画 

図１ 破砕片の大きさと曲げ強度 図２ リサイクル回数と曲げ強度 図３ 平板の CT画像 
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あいち産業科学技術総合センター 尾張繊維技術センター

パターン照明による繊維製品のAI疵検知システム

織物の疵の位置と種類を検知する小型装置を開発

■ AI学習用の画像を自動取得し、疵を検知するシステムを開発

■ パターン照明を活用し、照明条件の重要性を確認

織物の疵は、照明の条件により見えやすさが変わります。
ディスプレイがコントロール可能な照明として利用できることに着目しました。
様々な照明パターンを切り替えながら自動で撮像するシステムを開発しました。
得られた画像をAIに学習させ、疵の検知装置を開発しました。

照明条件が異なることで、疵を検知できるか否か、そして検知できた場合も
信頼度が変動することを確認し、織物の疵の検知には照明条件が重要である
ことを確かめました。

疵の検知の様子

照明制御・撮像・
疵検知を行うPC

照明用
ディスプレイ

検査対象物

照明制御カメラコントロール
撮像

本件は当センターが参加する「知の拠点あいち重点研究プロジェクト第Ⅳ期（プロジェクトDX：繊維産業に於
けるAI自動検査システムの構築に関する研究開発“研究リーダー 名古屋工業大学 坂上文彦准教授” ）」の
研究成果です。また、パターン照明は坂上准教授の技術を活用しています。
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あいち産業科学技術総合センター 尾張繊維技術センター

ブラウザ上で動作する組織図描画ソフト

ブラウザ上で動作する、綜絖通し図と紋栓図から組織図を描画
するソフトウェアを試作しました。【センターWebで公開中】

■ 織方図

■ 画面のスクリーンショット

ブラウザ上で動作するので、使用するコンピュータの基本ソフト（ＯＳ）によら
ず、例えばスマートフォン上でも動作します。また、組織図と同時に簡易的な
織物外観画像も描画します。

織方図は紋栓図、綜絖通し図、
綜絖枠順図、組織図の４個の図
から成り、方眼紙上に描かれます。
綜絖通し図（たて糸の綜絖への

通し方）と、紋栓図（織機の動かし
方）が決まると、組織図（たて糸と
よこ糸の交錯の状態）が決まりま
す。

紋栓図 組織図

綜絖枠順図 綜絖通し図

組織図描画ソフト
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あいち産業科学技術総合センター 尾張繊維技術センター

ポリ乳酸の融点と分子量の関係

ポリ乳酸の分子量を融点から推測できます！

■ 恒温恒湿試験による融点と分子量の関係

■ 微分分子量分布曲線や多分散度から得られる分子量分布の変化

ポリ乳酸繊維の成形体に対し、65℃、80％RHの条件で恒温恒湿試験を行
いました。その結果、融点と分子量の低下が確認でき、それらの関係を以下
のグラフとして作成しました。

ポリ乳酸繊維が劣化する過程で、一度分子量分布が広がり、重量平均分
子量が一定の値まで低下すると、再び分子量分布が収束することが確認でき
ました。

・微分分子量分布曲線の縦軸は、濃度分率を重量平均分子量（Mw）の対数値で微分した値です。
・多分散度（Mw/Mn）とは、重量平均分子量（Mw）を数平均分子量（Mn）で割った値。分子量の広がりを表す尺度として用いられます。

恒温恒湿
試験前

恒温恒湿
試験28日後
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あいち産業科学技術総合センター 尾張繊維技術センター

多様な素材の編成と編物の利活用について

編みにくい材料の糸を編みやすくするための研究や金属繊維を
使用したニットの風合い向上を目指した研究を行っています。

■ 金属繊維の編成性(編みやすさ)の向上を目指した研究

■ 金属繊維を用いた風合いの向上を目指したニットの開発

金属繊維は一般に使用される繊維に比べるとかたく、変形しづらいことから
編む際には編針に大きな負荷がかかります。また、金属繊維と編針との間の
摩擦によって両者に損傷が起こります。これらの課題を解決して金属繊維を
編みやすくするための研究を行っています。

編成性測定機 カバー糸の繊度(太さ)とより数の摩擦力への影響

より数 (回/m)

摩
擦
力
(m
N
)

:カバー糸の繊度 62dtex

:カバー糸の繊度 110dtex

糸走行時の摩擦力
を測定

金属繊維をカバー糸で
被覆した糸を使用

回転つまみ付
ガイドプーリー

ロードセル
編針

0.5mm

金属繊維をカバー糸で被覆したカバリング糸を使用し、曲げ柔らかく、風合
い（触り心地）の良い金属繊維を用いたニットの開発に向けた研究を行ってい
ます。金属繊維は導電性繊維のため、スマートテキスタイルに活用できます。

カバー糸芯

ミシン糸
(278dtex)ステンレス線

(φ0.04)

試作品①

ポリエステル
加工糸
(83dtex)

試作品②

ステンレス線
(φ0.03)試作品③

ポリエステル糸
(167dtex)

サンダロン🄬
(アクリル

167dtex×2)
従来品

試作した
丸編地

風合い測定

試作したカバリング糸

0

0.05

0.10

0.15

0.20

曲
げ
剛
性
B
(g
f・
c
m
2
/
c
m
)

① ② ③ 従来品

編地(ウェール方向)の
曲げ剛性

曲げやすい

曲げにくい
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CFRTP構造部材用の引抜・ロール連続成形品

引抜成形とロール成形の連続化でCFRTP長尺部材の連続成形を実現

2020年からサポイン事業 (現Go-Tech事業)で県内企業、大学と取り組んだ共同研究の

成果品です。従来のプレス成形では不可能な、長尺で複雑な断面形状を持つ連続的な

CFRTP成形を実現しました。天然由来複合材料を用いた成形も実施しております。

研究体制

（株）佐藤鉄工所、国立大学法人 東海国立大学機構 岐阜大学、中部エンジニアリング（株）

あいち産業科学技術総合センター三河繊維技術センター 、国立大学法人 京都工芸繊維大学

技術の特徴

繊維状中間材料から引抜成形で平板部材を成形し、

ロール成形で必要な断面形状に形状加工を行います。

引抜成形とロール成形を連続化することにより、

CFRTP長尺構造部材を高速（ 0.5 m/min以上）かつ

安価に製造することを実現しました。

＜お問い合わせ＞

あいち産業科学技術総合センター三河繊維技術センター 産業資材開発室

〒443-0013 蒲郡市大塚町伊賀久保109 TEL：0533-59-7146 E-mail：mikawa@aichi-inst.jp

開発した引抜・ロール連続成形装置

引抜成形ロール成形

成形品の一例
（炭素繊維、天然素材複合材料）

原料が通過する箇所の
ロール形状を最適化する
ことで、長尺部材を
連続かつ高速で
成形できます。

連続成形のイメージ

繊維状中間体を原料
とし、成形ゾーン、引
抜ゾーン、冷却ゾーン
からなり、長尺な平板
材料を成形します。

ロール成形 引抜成形

ロール

CF/PA6

CF/PA6

亜麻/PLA（ポリ乳酸）
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高い光触媒性能を持つ多孔質酸化チタンナノファイバー（NF)材料を
開発しました。
高性能浄化フィルター、触媒材料への応用が期待されます！

電極材料用カーボンナノファイバーステンレスワイヤーネットの開発支援

＜お問い合わせ＞あいち産業科学技術総合センター三河繊維技術センター 産業資材開発室

〒443-0013 蒲郡市大塚町伊賀久保109 TEL：0533-59-7146 E-mail：mikawa@aichi-inst.jp

電界紡糸法とは

ポリマー溶液に高電圧を印加し、飛散したポリマーをターゲットドラムで捕
集します。数100nmの極細繊維を不織布状に得ることができます。

保有機器仕様
株式会社メック製NANON-03
電圧電流：0.5-30kV、0-50μA
トラバース速度：0-300mm/s
ドラム回転数：0-3000rpm
針コレクタ間距離：50-150mm
吐出量：0.1-99.9mL/hr
シリンジ径：5-30mm

電界紡糸模式図

多孔質酸化チタンナノファイバーの電子顕微鏡画像

開発品の特徴
繊維径 ：60～200 nm
比表面積 ：80 m2/g
多孔質化による高い光触媒性能

（高性能粉末市販品と同等）

用途
高性能浄化フィルター
各種触媒材料

多孔質酸化チタンナノファイバーの開発

チタン化合物―ポリマー無機・有機複合体を
原料とし、電界紡糸法によりナノファイバ―を

作製、最適化された条件で焼成することにより、
通常の2.5倍の比表面積を有する多孔質酸化
チタンNFが得られました。本NF試料は、市販

の高性能粉末酸化チタンと同レベルの光触媒
性能を示しました。

多孔質酸化チタン光触媒ナノファイバー
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抗菌加工した三河木綿を表紙とした愛知県手帳

～抗菌加工に三河木綿由来のCNFを使用～

＜お問い合わせ＞

あいち産業科学技術総合センター三河繊維技術センター 製品開発室

〒443-0013 蒲郡市大塚町伊賀久保109 TEL：0533-59-7146 E-mail：mikawa@aichi-inst.jp

セルロースナノファイバー（CNF）とは

・植物由来のセルロースを原料とした環境適応素材

・太さが数十～数百nm（ナノメートル）程度の繊維状素材

・保水性、高強度、低熱膨張率、透明性など優れた特性を有する素材

CNF添加抗菌剤、抗菌布とは

・CNF添加効果で銅が均一に分散、綿布への均一な塗布が可能

・CNFが形成する膜が、綿布からの銅の脱落防止（洗濯耐久性向上）

・銅の固定化に従来用いていた、石油由来のバインダーの削減が可能

・CNFと綿が植物由来であるため、石油由来のプラスチックの削減が可能

愛知県統計協会が発行する愛知県手

帳の表紙に、地域ブランドの三河木綿

を用いた限定品です。表紙には、セル

ロースナノファイバー(CNF)を定着剤
として使用し、抗菌剤を加工していま

す。このCNFは産地の織布工場から

回収した、染色された残糸や織物の端

材を原材料としており、繊維のアップ

サイクルを目指しています。
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501-3265 1288 TEL 0575-22-0147 FAX 0575-24-6976
E-mail info@gitec.rd.pref.gifu.jp

30%
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丹後ちりめんの用途拡大に向けた

素材開発及び事業化の取組Ⅴ
【概要】 丹後ちりめんの用途拡大に向けて、京都府として特許を取得した技術を丹後ちりめん

に応用したインスタレーションの展示や、海外インテリア市場に販路開拓するための椅

子張り地を想定した織物素材の開発を行った。

●実施内容及び結果

京都府織物・機械金属振興センター

令 和 ６ 年 度

１ 「空気の流れを検知する丹後ちりめん」の実用化に向けた展示会出展

●まとめ

公設試験研究機関だからこそ可能な素材開発や展示会出展を継続することで、丹後ちりめん

に関する人脈やニーズが拡大している。

・ 空間に吊った薄布が微風で揺れ動くことを電気信号

として捉えてプログラミングに適用する技術等（令

和5年10月、特許取得）について、実用化に向けて

展示会に出展

・ 実用化には、織物事業者に加えて空間デザインや、

映像コンテンツ制作等の事業者との連携が必要

→ DESIGNART TOKYO 2024に当センター、空間

デザイナー、映像制作会社が連携して出展（図1）

当センター：特許、「空気に漂うジョーゼット」の製造

(株)STUDIO KAZ：ディレクション、会場デザイン等

(株)SWAG：インタラクティブ映像の制作

図1 DESIGNART TOKYO 2024の出展の様子

２ 椅子張り地を想定した摩耗強さに優れた織物の開発

・ 京都府では、「産業創造リーディングゾーン」の形成に向けて、丹後及び西陣の「シ

ルクテキスタイル産業」による海外インテリア市場へ販路開拓する事業を実施中

・ 海外インテリアメーカーに提案するため、マーチンデール法による摩耗強さ（図2）

で20,000回を目標とした素材開発を実施

図2 マーチンデール摩耗試験機

（令和6年12月に当センターに導入！）

・ 原材料には生糸、ポリアセタール樹脂の糸、リネン

を用いた。また、織物組織は平織り、朱子織り、なな

こ織り、多重織り等とし、18試料を作製した。

→ ポリアセタール樹脂の糸を生糸にカバーリング撚糸

した糸をたて糸に用い、織物組織をななこ織りとした

試料が、19,300回であり最大の結果となった。
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絹が持つ機能に関する調査Ⅱ

【概要】 絹織物が持つ機能を調査するために、絹・綿・ポリエステルを原材料とした織物試料

を作製し、各種機能性を評価した。その結果、絹織物は他の織物と比較して吸放湿性が

高く、さらに接触冷感性、消臭性、紫外線遮蔽性といった機能も有していることを示す

ことができた。

●実験方法

●実験結果

京都府織物・機械金属振興センター

令 和 ６ 年 度

 絹、綿、ポリエステルを原材料とし、たて方向、よこ方向のカバーファクターを可能な
限り揃えた４種類の試料を作製した。絹はパレス及び本三越ちりめんの２種類を作製した。

 吸放湿性、通気性、保温性、接触冷感性、紫外線遮蔽性、消臭性、各力学特性について
測定した。

●まとめ

本研究により、絹織物が吸放湿性、接触冷感性、消臭性、紫外線遮蔽性といった多機能性を有
することが明らかとなった。特に吸放湿性に関しては、他素材と比較して優れた性能を示すこと
ができた。

さらに、保温性、通気性、各種力学特性については、原材料の特性に加え、糸の形状や織物構
造の工夫によって機能の調整が可能であることが示唆された。

図１ 吸放湿性

ここでは主な結果のみを示す。

 吸放湿性（図１）
絹織物のパレス及び本三越ちりめんは、綿織物及びポ

リエステル織物より、吸放湿性を示すΔMRが高かった。

ΔMR（%）＝（30℃90%RHの試料の水分率）
-（20℃65%RHの試料の水分率）

 通気性（図２）
通気性の高さは、本三越ちりめん、パレス、綿織物、

ポリエステル織物の順となった。本三越ちりめん、パレ
スの通気性が高い結果となったのは、精練加工時に絹の
表面にあるセリシンが脱落し、織物中に空隙が生じたこ
とが原因と考えられる。

 接触冷感性（図３）
最大熱流束（qmax）の値が0.100 W/㎠以上である素

材は、接触冷感性の機能を有していると言え、パレスは
接触冷感性がある素材であることがわかった。本三越ち
りめんはパレスよりも大きなしぼが確認でき、それによ
り試料と測定器の接触面積が小さくなり、最大熱流束が
特に低い結果となったと考えられる。

図２ 通気性

図３ 接触冷感性

25



◆和装の特性についての調査
3種の調査を実施した。まず、専門誌『美しいキモノ』123冊の見出しから頻出フレーズを
抽出して表現傾向を分析。次に、和装と洋装の来訪者を観察し色や模様の比較調査をした。
さらに、和裁に関する書籍を調査し、和装の構造や物理的特性を整理した。

◆次世代ファッションの志向についての調査
R5年度研究成果の若年層が好きなデザインの分布を再分析した。また、複数のトレンド予測
情報を収集し、今後注目されるファッションの方向性を調査した。

和装の特性を活かした

次世代ファッションの事例開発
【概要】丹後ちりめんの新たな需要層開拓を目的に、和装の特性と次世代ファッションの志向を

調査し、製品開発の事例として2種のファッションアイテムを試作した。

●内容及び方法

●結果

京都府織物・機械金属振興センター

令和６年度

●まとめ

デザインの視点から製品を考えるこの方法
を用いることで新たな製品を企画すること
ができる。
この成果を普及するためには、デザイナー
や事業者との関係を発展させること、
SNS等を活用した積極的なPRが課題であ
る。丹後ちりめんの新たな需要層の開拓を
目指す織物事業者に活用いただけるよう、
今後も継続的に研究を進めていく。

表１ 和装の特性と次世代ファッションの志向の組み合わせ表

図1 PC画面風ちりめん羽織

◆和装の特性についての調査
雑誌の調査では「季節」「TPO」「色・模様」に関する表現が多く見られた。比較調査では、
洋装と比べ和装の来訪者は模様や配色を楽しんでいた。これらの結果から、精神的特性（季
節・TPO・色模様）と物理的特性（直線構成・体に合わせる・ちりめんの質感）を定義した。

◆次世代ファッションの志向についての調査
今後有効なデザインとして、若年層が好きなデザインのうち新規性や将来性が高いとされる
サブカルチャー系、スポーティー・アウトドア系、フューチャー系である13個を特定した。

◆試作
和装の特性及び次世代ファッションの志向を取り入れた商品開発の際に活用できるコンセプ

トの組み合わせ表を作成した（表１）。これに基づき、2種の丹後ちりめん製品を試作した。1
点目は「VaporWave」デザインの羽織（図1）で、季節感と直線的シルエットを組み合わせた。
2点目はストリート向けのジャージ（図2）で、TPOに応じた着用を想定し、直線構成・体へ
のフィット・ちりめんの質感を活かした。

季節に合わせる TPOに合わせる 色、模様を楽しむ 直線構成 体に合わせる ちりめんの質感

VaporWave
カニの

図案をプリント
ー ３Dグラフィック 直線的シルエット ー PC画面の質感

VaporWave
冬の海の

図案をプリント
ー グラデーション ー ー PC画面の質感

スポーティー ー
ストリートで

おしゃれをする時

ジャージラインの

アクセント

耳の色を切り替え

直線裁ち
腰ひもで調整 心地良い生地

次世代

の

デザイン

和装の特性

完成品精神的特性 物理的特性

PC画面風 羽織

PC画面風 もんぺ

耳ラインのちりめんジャージ

図2 耳ラインのちりめんジャージ
(イラスト)
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高品質な繭の真空乾燥方法の検討

【概要】蚕の繭から製糸する際、繭の熱風乾燥工程で、熱により繭の糸が変性することから、品

質の劣化が引き起こされる。そこで、真空状態で熱風の温度を下げることで、本来の糸

の品質を生かすことのできる可能性のある温度と圧力の条件を明らかにした。

●試験方法

京都府織物・機械金属振興センター

令和６年度

●まとめ

・75℃、20.0kPaで真空乾燥を行うことで、最終含水率10％以下を概ね達成しつつ、油浸繭の
発生を抑えることができる可能性があることがわかった。

表２のとおり、最終含水率については75℃,20.0kPa及び80℃,20.0kPaで概ね10%以下であり、
油浸繭率については70℃,20.0kPa、75℃,20.0kPa及び75℃,26.7kPaで0％であった。

・表1に示すとおりの条件ごとに、６時間真空乾燥する方法で試験を行った。また、1.5時
間ごとに130℃→100℃→80℃→60℃と降温させる条件で、大気圧101.3kPaにて熱風
乾燥の方法で試験を行った。
・試験後、繭の最終的な含水率（最終含水率）及び乾燥の工程で蛹から染み出した油分に
よって汚染された繭の質量割合（油浸繭率）を算出した。

●試験結果

表２ 試験結果

表１ 真空乾燥の条件

条件※ 温度 圧力

1 70℃ 20.0kPa

2 75℃ 20.0kPa

3 75℃ 26.7kPa

4 80℃ 20.0kPa

条件 温度 圧力
最終含水率

10%以下となった
繭の個数割合

油浸繭率

1 70℃ 20.0kPa 40.0% 0%

2 75℃ 20.0kPa 93.3% 0%

3 75℃ 26.7kPa 50.0% 0%

4 80℃ 20.0kPa 100.0% 33%

※ 101.3kPa 100.0% 0%

※ 1.5時間ごとに130℃→100℃→80℃→60℃と降温させた

※ 条件ごとに15個の繭を用いた
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